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ラ県が 3 万 3887 人に対して，モナラガラ県では 2 万 3769 人と歪みが生じた（３）。
ラージャパクサ自らも，安倍首相来訪（2014 年 9 月 7～8 日）や習近平国家主席





9 月 20 日に行われた選挙の結果は，UPFAが議席の過半数を確保したも



























大統領の任期は 6 年であるが，憲法では就任後 4 年を過ぎれば選挙を行うこ
とができた。2010 年 1 月に選挙を行い同年 11 月に就任宣言を行ったラージャ














が「三選禁止条項を廃止した第 18 次憲法改正は，現大統領が 2 期目に選出さ
れた後に成立した。そのため現大統領には適用されない」と主張したため，ラ
ージャパクサは最高裁に問い合わせた。最高裁が法的障害はないと 11 月 11 日
に回答したのを受けて，大統領は 11 月 20 日に選挙実施を宣言した。この時点
でラージャパクサの三選は確実視されていた。UPFAはこれまでの選挙同様に
もてる資源とエネルギーをすべてつぎ込んでくると予測された。立候補受付は


































バンダーラナイケ・クマーラトゥンガ（1994 年 11 月就任～2005 年 11 月）の働













































M.K.D.S. Gunawarudana 仏教振興副大臣，1947 年生，トリンコマリー県選出
Rajiva Wijesinghe 1954 年生，ナショナル・リスト，学者から転向
Arjuna Ranatunga 1963 年生，元クリケット・ナショナルチームのキャプテン
Perumal Rajadurai 1967 年生，ヌワラ・エリア県選出











































相次いだ。ラージャパクサは，11 月 23 日に離反者らの「ファイル」をもって
いる（不正行為を記録したファイルを公開する）と離反者を脅すような発言をし






















復讐ととらえたのである。そのような背景から，ラージャパクサは「1 月 8 日
の選挙における真の敵はクマーラトゥンガである」（19）と述べたと考えられる。
６．市民社会の支援















立候補届は 2014 年 12 月 8 日に行われ，ラージャパクサ，シリセーナを含む
19 人が届出を行った。シリセーナは国民民主戦線（NDF）から出馬し，シン
ボルは白鳥となった。同党からは 2010 年の大統領選挙で，フォンセーカが野
党共通候補として出馬したことがある。選挙集会は，シリセーナが 11 月 30 日










2015 年度予算での公務員の給与引き上げなどばらまきを行った。2015 年 1 月
5 日，政府は，原油価格の下落を受けて，ガソリンと軽油価格を 1 リットル・
7 ルピー，またケロシン油（灯油）価格を 1 リットル・5 ルピー引き下げた。
また 7 日から，12.5 キロ入りのプロパンガス・ボンベの価格を 250 ルピー（24），
5 キロ入りのプロパンガス・ボンベの価格を 100 ルピー引き下げた。LTTEに
没収されていた貴金属・宝石，銀行預金などの返却イベント，カンカサントラ
イ（KKS）＝ジャフナ間鉄道開通式などの北部対策も選挙運動に組み込んだ。
政府はムスリム向けの政策も打ち出した。たとえば 2014 年 11 月以降，メッ




























職追及の急先鋒であった。ラナヴァカは 12 月 15 日に発刊となったシンハラ語
の自書「Alapalu Arthikaya」（英語訳：The Boom Doom Economy- Mega Deals 
or Innovations?）で「ノロッチョライ石炭火力発電所は 2005 年には 300 メガワ
ット 3 億ドルのプロジェクトと見積もられていたが，2006 年には 4 億 5500 万
ドルに跳ね上がった」「南部高速道路の建設コストが開始時は 1 キロメートル
当たり 250 万ドルだったのが，完成時には 4500 万ドルになっていた」などと
大規模インフラプロジェクトに関して会計上疑惑があると記した（29）。




































































11 月下旬にヴァヴニヤ県選出の全セイロン・マッカル会議（All Ceylon 
Makkal Congress: ACMC）のフナイス・ファルーク（Hunais Farook，1 年生議員
だが教育のあるムスリムといわれている）のクロスオーバーで，与党は国会の 3
分の 2 の議席を僅か 2 議席上回るのみとなった。
12 月 1 日にはナヴィン・ディサナーヤカ（Navin Dissanayake）経営改革大




日）した。しかし，ガマンピラは 12 月 11 日にラージャパクサ支持に転向した。




月 10 日，P. ディガンバラム（P. Digambaran）国民言語・社会統合大臣とV.S. 
ラダクリシュナン（V.S. Radhakrishnan）植物園・公共リクリエーション大臣
はともにシリセーナ支持を表明した。彼らは高地出身のタミル人であり，同




議員 7 人もバディユディーンに賛同した。12 月 25 日にはCWC副党首のウダ



































































しかし 11 月下旬に東部州の州評議会議員 3 人がUPFAから離脱し，加えて
12 月 22 日には全セイロン・マッカル会議（ACMC）党首で産業・商業大臣バ
ディユディーンが大臣職を辞任しシリセーナ支持を表明した。さらに 12 月 12
日に国会議員に任命されたばかりのアミール・アリ（Ameer Ali──ナショナ






















クサ陣営からシリセーナ陣営へのクロスオーバーが多発した 2014 年 12 月半
ば以降に発生した。今回の選挙では，選挙暴力の加害者がUPFA関係者であっ
た場合でも，時間をおかずに逮捕されている点がこれまでと異なる。たとえ
ば 12 月 17 日南部州ゴール県ワンドゥランバで，シリセーナが演説を予定して
いた会場が何者かにより放火された。翌 18 日，警察は，UPFA議員でゴール
県選出のニシャンタ・ムトゥヘッティガマ（Nishantha Muthuhettigama）小規
模輸出作物促進副大臣の支持者 3 人を逮捕した。12 月 23 日，コロンボ県コロ
ンナワのシリセーナ陣営の集会場で発砲があった。UPFA所属の州評議会議員



































結果はシリセーナ 621 万 7162 票（51.3%），ラージャパクサ 576 万 8090 票
（47.6%），投票率 81.5%となった（表２−２）。表２−３には県ごとの各候補者
の得票率を示した。
内戦終結後間もない 2010 年の投票総数が 1049 万票だったのに対して，2015














以外では，2010 年の大統領選挙では 561 万票を獲得していたのが今回は 544
万票と減りはしたが，シリセーナよりも 20 万票ほど多く得票している。しか
し，北・東部の得票数はラージャパクサが 32 万 3600 票にたいしてシリセーナ
は 97 万 8111 票獲得しており，その差は 65 万票にもなった。これが二人の明
暗を分けた。ラージャパクサの主たる敗因は，復興によって投票が可能にな
ったタミル票を得ることができなかったことである。ラージャパクサは，2015













































（出所）第 1 章表１−１と同じ。Election Departmentより筆者作成。
46












ラージャパクサ 43.40% UNP 53.00% 11
シリセーナ 55.93% UPFA 39.21% 7
JVP 6.73% 1
ガンパハ
ラージャパクサ 49.49% UNP 47.13% 9
シリセーナ 49.83% UPFA 44.92% 8
JVP 7.18% 1
カルタラ
ラージャパクサ 52.65% UPFA 48.56% 5




ラージャパクサ 44.23% UNP 55.57% 7
シリセーナ 54.56% UPFA 38.98% 5
マータレー
ラージャパクサ 51.41% UNP 49.84% 3
シリセーナ 47.22% UPFA 45.54% 2
ヌワラエリア
ラージャパクサ 34.06% UNP 59.01% 5
シリセーナ 63.88% UPFA 37.98% 3
南部
ゴール
ラージャパクサ 55.64% UPFA 50.07% 6
シリセーナ 43.37% UNP 42.48% 4
マータラ
ラージャパクサ 57.81% UPFA 52.44% 5
シリセーナ 41.24% UNP 39.08% 3
ハンバントタ
ラージャパクサ 63.02% UPFA 53.84% 4




ラージャパクサ 21.85% TNA 69.12% 5
シリセーナ 74.42% EPDP 10.07% 1
UNP 6.67% 1
ヴァヴニヤ
ラージャパクサ 19.07% TNA 54.55% 4




ラージャパクサ 16.22% TNA 53.25% 3
シリセーナ 81.62% SLMC 16.11% 1
UNP 13.55% 1
ディガマドゥッラ
ラージャパクサ 33.82% UNP 46.30% 4






有権者の動向である。図２−２は，2010 年の選挙と 2015 年の大統領選挙の結
果を示している。網掛け部分は，どちらの選挙でもラージャパクサが勝利した





ラージャパクサ 26.67% UNP 46.36% 2




ラージャパクサ 53.46% UPFA 49.26% 8
シリセーナ 45.76% UNP 45.85% 7
プッタラム
ラージャパクサ 48.97% UNP 50.40% 5
シリセーナ 50.04% UPFA 42.83% 3
北中部
アヌラーダプラ
ラージャパクサ 53.59% UPFA 48.35% 5
シリセーナ 45.44% UNP 44.82% 4
ポロンナルワ
ラージャパクサ 41.27% UNP 50.26% 3
シリセーナ 57.80% UPFA 43.63% 2
ウヴァ
バドゥッラ
ラージャパクサ 49.15% UNP 54.76% 5
シリセーナ 49.21% UPFA 37.97% 3
モナラーガラ
ラージャパクサ 61.45% UPFA 52.53% 3
シリセーナ 37.45% UNP 41.97% 2
サバラガムワ
ラトナプラ
ラージャパクサ 55.74% UPFA 51.19% 6
シリセーナ 43.01% UNP 44.94% 5
ケーガッラ
ラージャパクサ 55.74% UNP 49.52% 5
シリセーナ 43.01% UPFA 45.47% 4
全国
ラージャパクサ 47.58% UNP 45.7 106（93, 13）
シリセーナ 51.28% UPFA 42.4 95（83, 12）
TNA 4.6 16（14, 2）
JVP 4.9 6（4, 2）
SLMC 0.4 1（1, 0）




















































































に明らかにしたところによれば，ラージャパクサは選挙の 3 日前から 2000 人
の兵士を配置していた（48）。もちろんこれは選挙法違反である。


































⑴　Daily FT，2014 年 12 月 2 日付け，“Common Cry!”　http://www.ft.lk/2014/12/02/
52
common-cry/
⑵　 The Hindu, 2015 年 1 月 22 日 付 け，“Sri Lankas’ Rainbow Revolution”（ サ マ ラ
ウィーラの寄稿記事）　http://www.thehindu.com/opinion/op-ed/sri-lankas-rainbow-
revolution/article6808918.ece
⑶　改正前はバドゥッラ県 2 万 9043 人，モナラガラ県 3 万 251 人とバランスがとれてい
た。
⑷　The Sundaytimes, 2014 年 8 月 31 日付け，“Flouting of Election Laws, Abuse of State 





⑺　ラージャパクサの主張では，2010 年 1 月の大統領選挙で国民から 6 年間という信託
を得て大統領に就任した。2015 年の選挙に勝利したならば，任期は 2 期目の残りの任
期の 2 年と 3 期目の任期の 6 年を足した 8 年となる。
















⒆　Daily FT，2014 年 12 月 9 日付け，“Hirunika for Maithri”　http://www.ft.lk/2014/ 
12/09/hirunika-for-maithri/






Sally） の ム ス リ ム・ タ ミ ル 国 民 連 合，LSSP（Lanka Sama Samaja Party） の 一
部（本体はUPFA構成メンバー）。市民団体としては自由メディア運動（Free Media 





　同製品の価格は 9 月にも 250 ルピー引き下げられた。









Corraption & Mega Deals”　http://www.island.lk/index.php?page_cat=article-
details&page=article-details&code_title=116362　参照。





　Verite research, 2015 “presidential Election of 2015 A reading from the uva 
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　Daily FT，2014年12月4日付け，“Transparency Intl . Sri Lanka Exposes Pre-
Presidential Poll Violations”　http://www.ft.lk/2014/12/04/transparency-intl-sri-lanka-
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　愛国国民戦線から出馬したR.A. シリセーナは，シリセーナ，ラージャパクサに次ぐ
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